
9.全木集材の地力維持に及ぼす影響

1.試験担当者
本場土じょう部土じょう肥矣研究室長 吉 ホ 術 ほか

北海道支堤愁部土じよう荷究室殳 原 E 洸 ほか

四国支凝土じょう研究整 岩 川 雄幸 役か

2•試験目的

全木柴材によりひき起されると予想される逸カの低下の程度を明かにするため全木築村に 

よる土境の物理性・化学性の経年宏化流亡整分松などの基礎選科を知て,地方椎待対策に資 

する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

。本 堤

広葉崩の全木多材は伐倒畤に大部分の枝葉が鮮からはなれるため持出レ題!僅少である 

ことがわかった.そこで針葉舞について試硼を設定しわ

試駿均田養水分流亡測定のためのライシメータを設し,なお址表流の刮定奖拨も酬

しなJ
試験她の枝殉の弱麦を行い全木築材はrる持出し提を推:定したJ

。北海沮支您

全幹多材予定抱のトト・マッ天然林で林木,林床梧生,AO网,土知中の役分含有树を歯 

充し,全木泉材による持出し養分位の8f翊勺把握を行なった,卜ラクターによる全幹集材 

を行なったのち,枝条類をそのまま放依した区と人為的に除去した区を2回反復で設定し 

た〇

試頻開始前の地©｛腐植および土埃を孫取した〇

〇四国支格

昭和4 3年,枝条除去区と核条故建区を立地条件ごと忆設定»の流亡避と.成長:氏の 

比較をおこなっている。

測定点のずれと,人為的な土攘かく乱Kよる変動が大きく,歡ザ的な把携が不可能であ 

つM
4. 昭和4 6年度の試験計画

。本 堤

試嗟地の荚水分の流亡調死

•試駁地後の理化学性の変化の縄査

。北海道齢

1.営林暑の既定方针にもとづき試験地内にブカエゾマッを植戒する。
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2. 既設の処理区を次のように細分し,施把区忆砲紀を行左為

i枚条散布区 2 くりかえし

ii枝条散布,慣行植肥区 2

iii枝糸無散布区 2

iv枝条無妝布慣行滝肥区 1

v技条無敌布.技条号分相当:®施既区 1
3. 造林木の生長状態»堆積腐枚の変化,痂土号の凌化を陛する。 

〇四国支!^

•沂らたに溜定点を段けて調査する。

成長迁の溯査をおこなう。
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